
国保京丹波町病院等診療材料物流管理業務仕様書 
 
 本仕様書は、国保京丹波町病院、国保京丹波町病院和知診療所、京丹波町介護療養

型老人保健施設及び国保京丹波町病院質美診療所（以下「病院等」という。）におい

て使用する診療材料の購入及び在庫管理等の業務を一元管理し、診療材料の院内在庫

の適正化、納入単価の低減及び物品発注に係るコスト意識の定着を図るための診療材

料の物流管理（以下「ＳＰＤ」という。）に係る仕様について、必要な事項を定める。 
 
１ 案件名 国保京丹波町病院等診療材料物流管理業務委託 
 
２ 契約期間 平成２４年４月１日から平成２７年３月３１日（長期継続契約） 
 
３ 基本事項 
  病院等が指定するＳＰＤの運用形態並びに委託業者の業務及び診療材料の購入

先は、次のとおりとする。 
 （１）ＳＰＤの運用形態 
    ＳＰＤの運用形態は、院外ＳＰＤとし、院内に配置するバーコードラベル付

の診療材料については、ＳＰＤ業者の預託在庫（使用した数量のみを病院等が

購入する方法）とする。 
 （２）ＳＰＤ業者の業務及び診療材料の購入先 
   ＳＰＤ業者は、診療材料の物流管理業務を行うものとする。 

また、病院等は診療材料の購入をＳＰＤ業者から行うものとする。ただし  

京丹波町介護療養型老人保健施設のおむつは診療材料に含まないこととする。 
 
４ 委託料  

委託料は委託業者が病院等に対してＳＰＤ業務を円滑に実施するため必要に 

応じて使用する備品等（端末、ソフトウェア、バーコードラベル、その他帳票等）

の使用料や諸経費等、委託業務に必要な経費を適正に見積った額とする。 
ただし、委託料には、購入する物品の価格は含まれないものとする。 
また、委託料の支払については、各年度末に支払するものとする。 

 
５ 業務内容等 
  ＳＰＤ業者の業務内容等は、次のとおりとする。 
 （１）取扱物品 
   ＳＰＤ業者が取り扱う物品は、診療材料のみとする。 
 （２）運用方法 
   ＳＰＤ管理する診療材料は、原則としてバーコードラベル（シール）を利用し

た定数補充方式とする。 
   また、院内で保管される診療材料は、ＳＰＤ業者の預託在庫とし、消化した  

段階（シールを診療材料からはがした時点をいう。）で病院への納入実績とする。 



（３）購買業務 
    ＳＰＤ業者は、診療材料の購買代理業務を行うものであり、常に購入単価の

低減、同種同効品の統一並びに病院の経費削減のための同等品の提案及び移行

を行うこととする。ただし、同等品への移行については、病院等が承認したも

のに限る。 
    また、病院等から新規の材料の納品依頼があった場合、ＳＰＤ業者は、同等

品の調査を行い、その調査結果及び納入価格を病院等に報告し、承認を得た上

で納品するものとする。 
 （４）配置場所及び配置量 
    診療材料の配置場所は、病院等の指定した場所とし、配置する診療材料の量

は、事前に担当者と調整し、日々の業務に支障を来たさない量とする。 
 （５）発注及び配置 
    使用する診療材料は、病院等の職員が部署別の回収台紙にその都度 診療材

料に添付してあるシールを貼り付け、ＳＰＤ業者に対してＦＡＸ及び手渡し等

の手段により連絡した時点やメール等機械備品等を利用し消費物品データを

送信した時点で発注されたものとし、ＳＰＤ業者は、受領した情報を元に使用

実績を把握した上で、週２回以上発注された品目を納品するものとする。ただ

し、病院等から緊急を要する診療材料の納品依頼があった場合は、できるだけ

速やかに納品が可能な体制を整えておくこととする。 
 （６）在庫管理業務 

①ＳＰＤ業者の在庫管理業務は、部署別に診療材料の使用実績を管理し、 

適正な定数量を提案し、病院等の承認を得た上で、見直しを行うこと。 
    ②預託在庫は、定期的に棚卸を行い、在庫数の適正化に努めること。 
 （７）情報管理業務 
    ＳＰＤ業者は、ＳＰＤ業務における情報管理として、次の業務を行うことと

する。 
    ① 病院等が使用する診療材料の物品マスタの作成 
    ② その他病院が経営分析等に要するデータの提供 
      ※データは、エクセル等により以下のデータを提供すること。 
       ・部署別消費実績（品目の個数、金額等） 
       ・部署別定数在庫品一覧（品目名、在庫数、金額等） 
       ・部署別棚卸一覧 
       ・その他経営分析に必要と思われる帳票 
 
６ ＳＰＤ業務に必要な物流管理システム等 
 （１）物流管理システム 
    物流管理システムは、必要に応じてＳＰＤ業者が提供するシステムを使用す

るものとし、利用するシステム費用は委託料に含まれるものとする。ただし、

契約期間中にシステムの更新、修繕等のメンテナンスが必要となったときは、

ＳＰＤ業者の負担によるものとする。 



 （２）バーコードラベル 
    バーコードラベル（シール）は、１商品ごとに、受発注のための消費情報把

握用及び医事請求報告用の２種類から構成するものとする。ただし保険請求で

きない物品に対しては、受発注のための消費情報把握用のバーコードラベルの

みとしてもよいこととする。 
 （３）備品等の整備 

ＳＰＤ業者は、ＳＰＤ業務を円滑に実施するため、必要に応じて備品等  

（端末、ソフトウェア、バーコードラベル、その他帳票等）を整備するものと

し、これに必要な経費及び諸経費は、委託料に含まれるものとする。ただし、

発注業務にＦＡＸ及びメール等を使用する場合の環境整備及び通信費用等は

病院が負担するものとするが、それ以外の費用はＳＰＤ業者負担とする。 
 
７ 業務開始までの準備等 
  ＳＰＤ業者となる者は、円滑に運用を開始することができるように、事前に次の

準備を行うものとする。 
（１）業務開始までに院内に配置してある在庫数を把握し、ＳＰＤ業務が円滑に 

実施できる体制を整えること。 
（２）業務開始時の物品の定数に関しては原則契約日以降に病院が指定した定数

とするが、各部署の職員等と十分協議のうえ、適正な定数量の設定を行うこ

と。 
（３）関連部署における円滑な業務稼動を確保するため、必要に応じて関連部署へ

の説明及びリハーサルを実施すること。 
（４）院内のＳＰＤ運用マニュアルを院内の担当者と協議のうえ作成すること。 
 

８ 予算額 ２，２６８，０００円（税込） 
【内訳】 平成２４年度 ７５６，０００円 
     平成２５年度 ７５６，０００円 
     平成２６年度 ７５６，０００円（予定） 

 
９ 契約期間終了後の預託在庫の取扱いについて 
   本業務に係る契約期間終了後の預託在庫物品については、病院等の継続した 

運営に必要不可欠な物品であることから、予め病院等において購入することとす

る。ただし病院等内にある預託在庫のみとする。 
 
１０ その他 

本案件は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３４条の３の規定によ

る長期継続契約のため、次年度に当該案件に係る歳出予算について減額又は削除

があった場合は、本契約を変更し、又は解除することができるものとする。 
 
 



１１ 提案に係る参考事項 
  病院の概要 
○ 病床数：４７床（全て一般病床） 
○ 診療科：内科、外科、小児科、整形外科、肛門外科、皮膚科、精神神経科 
○ １日平均外来患者数 １２７．１人（平成２２年度実績） 
○ １日平均入院患者数  ３４．８人（平成２２年度実績） 
○ 年間平均在院日数     ２２日（平成２２年度実績） 
○ 年間手術件数       １６件（平成２２年度実績） 
○ 診療材料購入に係る平成２３年度当初予算計上額１４，３３６千円（病院） 
○ 平成２３年度上半期に使用した診療材料の品目数２３１品目（病院分） 
○ 導入時の管理用部署数 １３箇所 

外来、薬局、居宅、救急室、放射線科、検査室、内視鏡、病棟、手術室、      

中央材料室、倉庫、事務室、質美診療所 
 
 
和知診療所・介護療養型老人保健施設の概要 

○ 利用定員：１９名 
○ 診療科：内科、外科、整形外科 
○ １日平均外来患者数 ６５．１人（平成２２年度実績） 
○ 診療材料購入に係る平成２３年度当初予算計上額２，２４１千円（診療所） 
○ 診療材料購入に係る平成２３年度当初予算計上額７２９千円（老健施設） 
○ 平成 23 年度上半期に使用した診療材料の品目数５８品目（診療所・老健施設分） 
○ 導入時の管理用部署数 ２箇所 

和知診療所、介護療養型老人保健施設 
 
 
 
 


